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平成１７年に２町
（吉井町と浮羽町）が合併

人 口：２８，3５２人
世帯数：１１，２５８世帯
（R4．3月末現在）

面積：約１１７km2
半分が森林
平野は農業地帯

福岡市から１時間未満
日本の原風景が残るまち

１．うきは市の概要
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＜地図＞北部九州立体図
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２．うきはテロワールについて

テロワールとは、生育地の地理、地勢、気候の
特徴をさすフランスで生まれた言葉です。

うきは市はフランスのワイン産地ボルドーやア
ルザスとよく似た日本でも非常にめずらしい地

質・地形を有していることもあり、うきは市の農
業をとりまく環境を「うきはテロワール」と名付け
ました。
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QRコード

インターネットで『うきはテ
ロワール』で検索いただく
か、QRコードを読み込んで
もらうことで、うきは市の環
境がより詳しく分かると思
います。
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地形・気温・土壌・風・水に恵まれた
うきは市



３．市での有機農業の取組
●令和３年度（協議会発足）
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●協議会発足の狙い

①有機農業、農薬・化学肥料を使用しない農業の普及

②有機農業、農薬・化学肥料を使用しない農業者の育成

③農業者のネットワークの構築

うきは市持続的食料システム構築検討会

有機JAS
取得農家

有機JAS
取得予定
農家

有機JAS
取得の予
定がない
農家

不耕起栽
培農家

将来的に
不耕起栽
培を行い
たい農家

有機農業
を今後行
う方

うきは市
普及セン
ター

にじ農業
協同組合



①有機農業、農薬・化学肥料を使用しな
い農業の普及

市役所・JAとしても有機農業、農薬・化学肥料を使わない農法
についての情報収集・勉強を行っている状況。

【アグリガーデンスクール＆アカデミー】
・毎週水曜日 ９時５０分～１５時５０分
・市役所（副市長、担当職員）、JA（組合長、常務、担当職員）が
受講中

『AGSAの講座は、野菜作りの基礎、土作りの基礎はもちろん、
土壌分析について、種について、生命食について、植物の持
つ力が人間に与える影響など、農・食・医・環境など、さまざま
な角度から学びます。』
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アグリガーデンスクール＆アカデミーHPより
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アグリガーデンスクール＆アカデミー
6月、7月の時間割



受講風景
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うきは市・JAにじ・アグリガーデンス
クール＆アカデミーとでの実証実験
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地域で供給できる
資源を活用しながら、
有機稲作の試験を
行っている。



②有機農業、農薬・化学肥料を使用しな
い農業者の育成

【農業実践者向け】
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① 株）うきうき森田農場の森田
加代子氏を講師として、『有機農
業とは』、『有機ＪＡＳ認証制度と
は』の演題で講習会を実施

② 有機JAS入門講座の実施
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【うきはの山間部で農業をしてみたい人向け】

②有機農業、農薬・化学肥料を使用しな
い農業者の育成

うきはの山で農業を始めるためのお試し居住施
設の取組（令和５年１月～ 募集開始予定）



③農業者のネットワークの構築
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有機農業を目指す農業者の中でも、様々な農
法を独自で勉強され、営まれている。

そのため、協議会としては、同じ農法を農業者
に推し進めるのではなく情報・意見交換の場、
交流の場として、協議会運営をしていきたいと
考えている。



４．その他取組について①
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アグリガーデンスクール＆アカデミーと連携した
有機農産物のマルシェ開催



４．その他取組について②
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うきは市６次化センターを活用した有機農産物
の新商品開発



新商品の開発状況
（無農薬・無化学肥料の野菜を利用した『出汁』の商品化に向けた取り組み）
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原材料
調達

遠赤外線乾燥機
にて乾燥

スピードミル
にて粉砕

試作
品完
成

食味
テスト

商品化

現在、食味テス
トの準備中



今後の取組予定（R５年１月～）
・有機稲作の実証の継続

・うきは市近隣地域を巻き込んだ有機農業（有機的農業）を実
施している方が使えるロゴの作成

・学校給食への有機野菜の一部提供

・うきは市近隣で提供可能な資材を活用した堆肥づくりの研究
（うきは市、JAにじ、普及センター、アグリガーデンスクール＆ア
カデミー）

・ICTを活用し、農地・気象情報の情報収集

・開発を行った商品の流通
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ご清聴ありがとうございました。
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